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ク
ル
で
、
出
席
者
の
一
人
が

「
地
方
自
治
で
、
自
分
た
ち

の
希
望
す
る
も
の
が
得
ら
れ

な
く
な
っ
た
と
気
付
い
て
も

遅
い
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
が

政
治
参
加
し
て
こ
な
か
っ
た

結
果
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
い

た
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち

が
住
む
三
島
か
ら
直
線
距
離

八
〇
キ
ロ
に
あ
る
浜
岡
原
発

で
、
今
プ
ル
サ
ー
マ
ル
導
入

に
向
け
た
追
い
込
み
が
加
速

し
て
い
る
の
を
、
い
っ
た
い

ど
の
位
の
人
が
自
分
自
身
の

事
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。 

 

国
は
、
こ
の
地
を
巨
大
地

震
が
襲
う
か
ら
身
を
守
れ
と

言
い
、
一
方
で
そ
の
想
定
震

源
域
の
ど
真
ん
中
の
原
発

に
、 主

張 

先
週
、
た
け
し

の
Ｔ
Ｖ
タ
ッ
ク 

に
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
導
入

す
る
と
言
う
。。
先
の
Ｃ
型
肝

炎
被
害
者
の
若
い
女
性
が

「
（
ほ
ん
と
う
の
加
害
者
は
）

こ
う
い
う
隠
蔽
体
質
の
陰

に
、
息
を
ひ
そ
め
て
闇
に
隠

れ
て
い
る
と
思
う
。」
と
言
っ

て
い
た
が
、
国
策
と
い
わ
れ

る
原
発
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計 

    

画
も
ま
っ
た
く
同
じ
臭
い
が

す
る
。 

 

国
は
、
温
暖
化
対
策
、
資

源
の
有
効
活
用
な
ど
と
言
っ

て
こ
の
計
画
を
推
進
し
て
い

る
が
、
慎
重
又
は
反
対
派
と

さ
れ
る
学
者
、
技
術
者
の
多

く
が
、
こ
れ
ら
の
マ
ヤ
カ
シ

を
論
破
で
き
る
十
分
な
資
料

を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に 

六
日
、
三
島
市
の
来
年
度
予
算
案
の
大
要
が
議
会
に
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

市
税
の
内
、個
人
市
民
税
は
給
与
所
得
額
の
伸
び
悩
み
等
に
よ
る
減
収
が
見
込
ま
れ
、

法
人
市
民
税
は
企
業
業
績
は
回
復
し
て
い
る
も
の
の
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
の
影

響
に
よ
り
微
増
に
留
ま
る
。
市
税
全
体
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
を
見
込
ん
で
い

お
り
、
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
普
通
交
付
税
が
不
交
付
と
な
る
可

能
性
が
高
い
。
特
別
会
計
を
含
め
る
と
五
六
三
億
円
の
規
模
と
な
る
。 

よ
る
と
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
危

険
性
は
も
と
よ
り
、
極
め
て

危
険
な
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
再
処

理
技
術
は
ど
こ
の
国
も
実
現

し
て
い
な
い
こ
と
。
使
用
済

み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
貯
蔵
も
、

東
海
地
震
が
起
き
る
可
能
性

が
高
い
浜
岡
原
発
で
は
許
せ

な
い
こ
と
。
沸
騰
水
型
で
は 

    

日
本
初
、
世
界
的
に
も
ド
イ

ツ
で
二
原
発
の
み
の
稼
動

で
、
そ
れ
も
撤
退
予
定
。 

 

と
こ
ろ
で
、
浜
岡
原
発
関

連
の
全
て
の
「
了
承
」
事
項

に
関
わ
れ
る
の
は
、
県
と
立

地
四
市
だ
け
。
し
か
し
、
肝

心
の
知
事
も
県
議
会
か
ら
も

プ
ル
サ
ー
マ
ル
ど
う
し
よ
う

か
の
声
を
聞
い
た
こ
と
が
無 

 

い
。
県
政
始
ま
っ
て
以
来
の

こ
の
大
事
に
、
ホ
ッ
カ
ム
リ

で
済
ま
す
気
で
い
る
の
か
。 

 

そ
ん
な
中
、
一
月
十
九
日

牧
之
原
市
で
プ
ル
サ
ー
マ
ル

の
意
見
交
換
会
が
あ
り
、
傍

聴
し
た
。
推
進
派
パ
ネ
ラ
ー

は
保
安
院
、
中
電
、
御
用
学

者
計
九
人
。
対
す
る
反
対
派 

    

は
東
井
さ
ん
（
日
本
の
脱
原

発
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
）
一
人
。
そ
こ
へ
刈
羽
村

か
ら
震
災
に
あ
わ
れ
た
近
藤

ゆ
き
子
さ
ん
が
参
加
、
推
進

派
パ
ネ
ラ
ー
を
指
し
て
、「
皆

さ
ん
、
こ
の
人
た
ち
を
信
じ

ち
ゃ
あ
イ
ケ
マ
セ
ン
ヨ
ー
」

と
叫
ん
だ
。
保
安
院
や
中
電

の
得
体
の
知
れ
ぬ
話
に
辟
易 

 
 

し
て
い
た
私
は
、
久
し
ぶ
り

に
人
間
の
声
を
聞
い
た
気
が

し
た
。 

 

会
場
か
ら
は
推
進
意
見
の

ひ
と
つ
も
出
な
か
っ
た
。
と

思
い
き
や
閉
会
間
際
、
老
婦

人
が
手
を
挙
げ
た
。
果
て
、

や
ら
せ
の
婆
さ
ん
か
と
一
瞬

緊
張
。「
地
震
で
放
射
能
が
来

た
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か
？
布
団
を
頭
か
ら

被
る
の
で
す
か
？
」
保
安
院

が
答
え
た
。「
雨
戸
を
し
て
さ

ら
に
メ
バ
リ
し
た
ほ
う
が
い

い
で
す
よ
」「
地
震
で
雨
戸
が

壊
れ
て
い
た
ら
ど
う
す

る
？
」
老
婦
人
も
負
け
て
は

い
な
か
っ
た
。
保
安
院
の
最

後
の
答
え
は
当
然
「
・
・
・
」 

 

避
難
方
策
す
ら
何
も
示
せ

な
い
の
に
い
く
ら
ご
理
解
下

さ
い
と
言
わ
れ
て
も
ゴ
リ
カ

イ
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

下
の
表
は
三
島
市
の
正
規
職
員
と

非
正
規
職
員
の
実
態
を
示
す
表
で
あ

る
。現
行
の
三
島
市
職
員
定
数
は
条
例

で
は
九
九
五
人
と
な
っ
て
い
る
。し
か

し
、
こ
こ
何
年
も
、
人
件
費
削
減
の
た

め
か
、表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
市
の
正

規
職
員
数
は
減
り
続
け
て
い
る
。
一

方
、
そ
れ
に
反
比
例
し
て
、
臨
時
、
パ

ー
ト
等
の
非
正
規
職
員
は
増
え
続
け

て
い
る
。 

昨
今
、全
国
的
に
非
正
規
雇
用
増
加

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
労
働
条
件
、同
じ
労
働
実
態
で
あ

り
な
が
ら
、
非
正
規
雇
用
の
場
合
は
正

規
の
賃
金
に
比
べ
、ほ
と
ん
ど
半
額
以

下
の
こ
と
が
多
い
。弱
者
に
犠
牲
を
強

い
る
雇
用
形
態
で
あ
る
。だ
か
ら
多
く

の
企
業
は
非
正
規
雇
用
を
増
や
す
傾

向
に
あ
る
。 

利
益
追
求
の
民
間
企
業
な
ら
と
も

か
く
、市
役
所
ま
で
も
が
そ
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
っ
て
い
い
の
か
？
特
に
保

育
園
現
場
で
は
非
正
規
雇
用
は
全
職

員
の
五
〇
％
を
越
え
る
実
態
だ
。 

地
方
公
務
員
法
に
よ
る
と
、
非
常
勤

職
員
の
期
間
は
六
ケ
月
以
内
で
再
任

用
は
出
来
な
い
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
一

年
以
上
に
わ
た
っ
て
そ
の
人
員
が
必 

費
で
子
供
の
医
療
費
軽
減
措

置
を
小
学
校
一
年
生
ま
で
拡

大
し
た
こ
と
や
障
害
者
に
係

る
介
護
給
付
費
等
扶
助
、
老

人
ホ
ー
ム
、
福
祉
施
設
の
耐

震
補
強
、
生
活
保
護
扶
助
費

等
で
四
％
増
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
を
一
律
一
〇
％
カ
ッ

ト
し
た
。 

全
体
的
に
見
て
、
厳
し
い

財
政
事
情
が
続
く
中
、
三
年

ぶ
り
の
減
額
予
算
と
な
っ
て

い
る
。 

２００８年度 三島市の予算大要が出る！ 

０８年度 三島市予算案概要 
一般会計３１６億円、前年度１．９％減、特別会計も含め全体で５６３億円規模 

       

▼
そ
も
そ
も
道
路
特
定
財
源
と

は
、
昭
和
二
九
年
に
導
入
さ
れ
、

自
動
車
の
所
有
者
や
利
用
者
が

道
路
の
建
設
・
維
持
費
用
を
負
担

す
る
制
度
で
、
財
源
に
は
ガ
ソ
リ

ン
税
や
自
動
車
重
量
税
な
ど
が

充
て
ら
れ
て
る
。 

▼
更
に
、昭
和
四
九
年
か
ら
道
路

整
備
を
推
進
す
る
た
め
、本
則
税

率
を
引
き
上
げ
、揮
発
油
税
で
二

倍
、
自
動
車
重
量
税
で
二
・
五
倍

な
ど
の
暫
定
税
率
が
、二
年
間
の

限
定
で
適
用
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、延
長
に
継
ぐ
延
長
で
今
に
至

っ
て
い
る
。そ
れ
ら
が
国
と
地
方

の
道
路
整
備
の
た
め
の
重
要
な

財
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。 

▼
道
路
特
定
財
源
の
お
陰
で
日

本
国
中
、至
る
所
で
立
派
な
道
路

が
出
来
た
。
そ
れ
で
も
尚
、
全
国

各
地
で
道
路
は
つ
く
り
続
け
ら

れ
て
い
る
。食
料
自
給
率
は
下
が

り
続
け
る
一
方
で
、畑
は
潰
さ
れ

道
路
が
増
え
続
け
て
い
る
。 

▼
現
在
、ガ
ソ
リ
ン
等
の
揮
発
油

税
は
リ
ッ
ト
ル
当
り
四
八
・
六

円
。本
来
の
税
率
は
そ
の
半
額
と

の
こ
と
。車
所
有
者
は
三
十
数
年

間
、
二
四
・
三
円
も
余
分
に
、
税

金
を
払
い
続
け
さ
せ
ら
れ
て
来

た
。政
権
与
党
は
こ
の
暫
定
税
率

を
更
に
一
〇
年
間
延
長
し
よ
う

と
い
う
。ま
た
、多
く
の
地
方
は
、

道
路
財
源
が
な
く
な
れ
ば
公
共

事
業
が
減
少
し
、景
気
が
悪
化
す

る
と
し
て
、政
府
と
声
を
そ
ろ
え

て
税
率
維
持
を
訴
え
て
い
る
。 

▼
一
方
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
の
急

騰
で
困
惑
し
て
い
る
国
民
は
、
一

刻
も
早
く
暫
定
税
率
廃
止
を
望

ん
で
い
る
。
政
府
に
対
し
、
民
主

党
説
は
道
路
管
理
費
、建
設
費
の

地
方
負
担
金
を
廃
止
す
れ
ば
暫

定
税
率
を
な
く
し
て
も
地
方
へ

の
影
響
は
無
い
と
の
こ
と
。 

▼
暫
定
税
率
維
持
の
恩
恵
を
受

け
る
建
設
業
界
、道
路
業
界
か
ら

自
民
党
に
多
額
の
政
治
献
金
が

流
れ
、道
路
族
議
員
と
の
癒
着
が

問
題
に
な
っ
た
り
、国
交
省
役
人

の
レ
ジ
ャ
ー
費
に
こ
の
財
源
が

使
わ
れ
て
い
る
問
題
も
発
覚
し

た
。さ
て
こ
の
先
ど
う
な
る
か
？

 

▼
今
、
国
会
で
は
道
路

特
定
財
源
の
暫
定
税
率

廃
止
か
継
続
か
で
与
野

党
間
で
も
め
て
い
る
。

政
府
与
党
は
継
続
だ
と

い
い
、
野
党
民
主
党
等

は
廃
止
を
主
張
。 

プ
ル
サ
ー
マ
ル
受
入
れ
に
思
う    

谷
田 

主
婦
Ｙ 

三
島
市
役
所 

非
正
規
職
員
の
実
態 

 

来
年
度
予
算
の
一
般
会
計

は
三
一
六
億
七
千
万
円
、
昨

年
に
比
べ
約
六
億
円
少
な
く

一
・
九
％
の
減
。
ま
た
特
別

会
計
は
二
四
六
億
九
千
万

円
、
昨
年
度
よ
り
七
三
億
円

少
な
く
二
十
三
％
減
。
一
般

会
計
・
特
別
会
計
の
総
額
で

五
六
三
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
全
体
で
は
昨
年
よ
り
も

約
八
〇
億
円
減
少
し
た
。 

歳
入
の
主
た
る
市
税
は
一

七
九
億
円
。
前
年
度
比
〇
・

二
％
の
伸
び
で
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
が
、
そ
の
内
、
個
人
市
民

税
の
減
少
は
二
億
七
千
万
円

と
大
き
い
。
ま
た
、
地
方
交

付
税
が
約
五
億
円
か
ら
二
億

円
に
減
少
し
た
。
更
に
、
繰

越
金
が
昨
年
よ
り
四
億
七
千

万
円
、
五
一
・
六
％
減
少
し 

要
な
ら
ば
、
正
規
職
員
と
し

て
採
用
せ
よ
と
い
う
こ
と

だ
。
経
費
節
減
の
掛
け
声
で
、

安
易
に
臨
時
雇
用
だ
け
を
増

や
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。 

三
島
市
で
は
十
二
月
二
〇

日
に
、
小
池
市
長
よ
り
国
民

保
健
運
営
協
議
会
に
、
税
率

改
定
の
諮
問
が
な
さ
れ
た
。 

三
島
市
の
国
保
運
営
協
議

会
は
有
識
者
、
保
健
医
、
薬

剤
師
、
議
員
な
ど
十
七
名
で

構
成
さ
れ
、
市
長
に
よ
る
任

命
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
議
員

は
五
名
。
こ
の
件
に
関
し
て

こ
れ
ま
で
、
三
回
審
議
会
が

開
か
れ
、
一
月
十
七
日
に
実

質
審
議
は
終
了
し
た
。 

そ
の
内
容
は
、
資
産
割
り

が
二
五
％
か
ら
〇
％
、
所
得

割
が
六
・
四
五
％
か
ら
七
・

〇
七
％
均
等
割
り
が
二
万
五

千
二
百
か
ら
三
万
六
千
円
に

増
加
。
ま
た
、
限
度
額
が
五

三
万
円
か
ら
五
九
万
円
に
増

え
、
そ
れ
以
外
に
介
護
分
が

加
わ
る
。
低
所
得
者
は
従
来

と
変
わ
ら
な
い
が
、
所
得
の

多
い
も
の
は
限
度
額
が
増
え

た
分
負
担
が
増
加
す
る
。 
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 ハーモニカ アンサンブル 
 
 
ハーモニカ同好会を発足します。趣味で 
吹いている方、また初めての方ご連絡下 
さい。 
場所：北上文化プラザ（予定） 
時間：毎月２回程度、曜日、日時は未定 
会費：必要な経費のみ 
連絡先：TEL＆FAX 055-989-0240 
携 帯：090-2268-6321（鞍掛まで） 

くらかけ  

２月２８日（木）午前１０じ～１２じ 
自然派ママたちの座談会 
お話し：古長谷稔さん 

          （原発震災を 防ぐ風下 の会）  
予測できない大きさの東海大地震はいつ起きるでしょうか。その時浜
岡原発は？柏崎刈羽原発の出来事は人事ではありません。その日から
できる震災対策を教えます。 

会場：大社町７－５６ 成真寺 電話：090-4116-2869 
＊小さな子供を連れても参加できる会です。お寺の本堂に講師を招いて、みんなで座談。 
世代や立場を超えて、学びつつ話し合いましょう。 
参加費：２００円（甘茶・オーガニックスイーツ付き） 

 

員
退
職
基
金
や
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
あ

り
、
昨
年
に
比
べ
一
億
八
千

万
円
多
く
、
七
七
・
九
％
増

と
成
っ
て
い
る
。 

 

歳
出
に
つ
い
て
は
、
民
生 

 

た
。
一
方
、
各
種
基
金
か
ら

の
繰
入
金
は
、
南
二
日
町
サ

ッ
カ
ー
場
整
備
事
業
や
北
小

学
校
改
築
事
業
等
に
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
や
教
育
設
備
基

金
か
ら
繰
り
入
れ
る
他
、
職 

 

五
割
、
残
り
の
約
四
割
を
現

役
世
代
（
〇
～
七
四
歳
）
か

ら
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」

と
し
て
各
保
険
組
合
が
負
担

す
る
話
し
で
あ
る
。 

 

こ
の
四
割
の
負
担
分
を

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と

し
て
算
定
し
、
こ
れ
が
新
た

な
保
険
税
と
な
る
。
こ
れ
は

国
民
健
康
保
険
加
入
者
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
保
険
な
ど

の
健
保
組
合
加
入
者
に
お
い

て
も
後
期
高
齢
者
支
援
金
を

負
担
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
保

税
の
構
成
は
、
医
療
分
、
介

護
分
に
、
新
た
に
高
齢
者
支

援
分
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。 

 
 

今
、
全
国
の
市
町
村
は
、

そ
の
為
の
税
率
条
例
改
訂
作

業
を
進
め
て
い
る
。 

 

平
成
二
〇
年
度
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
税
の
算
定
税
率

が
大
き
く
変
わ
る
。
こ
れ
は

七
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
全

員
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
発
足
し
、
そ
れ
に

伴
う
変
更
で
あ
る
。 

従
来
、
老
人
保
険
制
度
に

よ
り
健
保
、
国
保
、
共
済
組

合
等
で
高
齢
者
の
医
療
費
を

拠
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
医

療
費
が
増
加
し
続
け
た
た

め
、
政
府
は
七
五
歳
以
上
の

高
齢
者
を
切
り
離
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
を
こ
の
四

月
よ
り
発
足
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
後
期
高
齢
者
医
療

の
運
営
資
金
は
、
七
五
歳
以

上
の
高
齢
者
の
自
己
負
担
分

が
一
割
（
現
役
並
み
所
得
の

あ
る
者
は
三
割
）、
公
費
（
国

四
、
県
一
、
市
一
）
か
ら
約 

 

国
民
健
康
保
険
の
税
率
変
更
！ 

   
 

市
長
よ
り
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
、
二
月
議
会
に
提
案 

年度別三島市嘱託、臨時等職員　人数及び決算額（各年度4月1日現在）　※臨時は1ケ月以上任用期間のある職員

嘱託 パート 合計
対前年
度増減

平成16 924 185 245 (15) 88 518 35 56.1

(新)留守児パー卜指導員13人、(新 )水道料金徴収員
3人、(新)幼稚園運営困難学級補助パート3人、保育
土7人増、学校図書館司書パート3増、生活環境課・
土木課にてＯＢ雇用5人

908 158 268 (15) 102 528 10 58.1
うち男性599 48 38 4 90 0 15.0

女性309 110 230 98 438 0 141.7
906 143 265 (19) 122 530 2 58.5

うち男性592 46 40 (1) 3 89 -1 15.0
女性314 97 225 (18) 119 441 3 140.4

889 136 282 (22) 129 547 17 61.5
うち男性577 46 51 (2) 6 103 14 17.9

女性312 90 231 (20) 123 444 3 142.3
※行革大綱等により、一部職種で退職者不補充、減員臨時・嘱託化のため、年々数人ずつ上昇。

備考
臨時(うち代替)

平成17

年度 正規職員
非正規職員

対正規職
員比(％)

指定管理者制度導入により市民文化会館10人滅・市
民温水プール4人滅、（新）本町子育て支援セン
ター7人、小学校低学年支援員パート6人増、楽寿園
臨時職員5人増

平成18

幼稚園用務員13人嘱託→パート、指定管理者制度導
入により水道料金徴収員4人滅、（新）中郷小生き
がいデイ教室パート援助員4人、産育休代替職員4人
増

平成19 退職職員の新規雇用8人、（新）錦田小生 きがいデ
イ教室パー卜援助員3人、産育休代替職員3人増


